青明舎　　フェイスシート

	登　録　者
	氏　名　　松永　勘五郎　　様　　　　　男・女　　　　昭和　２２年　７月　８日生（５８歳）

	
	　　住　所　グループホームあおば　　　　　　　　　　　　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	無

	
	発症時期
	
	罹 患 期 間
	約　　　　年　

	
	入院回数
	　１　回
	延べ入院年数
	　　　　　約２６年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　安ヶ平Dr　　　）
	外来受診日
	木曜日（週　１　回）

	医療区分
	　国保（　　　）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（　　級）

	年　　金
	有・無　（生保　月額　万円　）　重度医療（有　）

	ＧＨ入所年月日
	Ｈ　１２年　４月　１日
	身長
	
	体重
	

	最終学歴
	中学校卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	鉄工所工員、菓子卸店配達員

	保　護　者
	氏　　名　大久保　ツヤ　　　様　　　　　　　　　続柄　　姉　　（同居　・否）

	長期目標



	入院・治療歴

青南病院　Ｓ４６．９～Ｈ５．１



	生活歴

同胞８名の末子として生まれる(内５名は死亡)。小中野小・中学校を卒業後、市内の三和製作所に就職し、機械工としてボルト作りに従事するが、２年程で退職。その後、沢田商店に勤め始めるが、その頃から友人もなく、外出もせずに家に居ることが多くなる。２年で退職し、その後は２～３回短期間で仕事を変えていた。姉の家に居候していたが、無為・自閉的な面が強いため青南病院を受診、幻聴等の発言もあり入院となる。Ｓ４６年９月からＨ５年１月まで入院加療をし、その後は社会復帰を目的として「いちい荘」、「青山荘」を経て、現在はグループホーム「あおば」で共同生活を送っている。就労については、Ｈ１０年より三旺調機にて社会適応訓練を利用し、アルバイトとして雇用されていた。現在は、うみねこ幸房に通所している。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

八戸市新井田に姉が住んでおり、何かと面倒をみてくれている。青明舎の家族会や幸房でも「うみねこの会」副会長をしており行事や研修に参加している。本人とは幸房の方に１、２ヶ月に１回程度来所し、面会している。


（青明舎）施設処遇会議①

平成　１８　年　５　月　１　日　（月）

	氏　名
	松永　勘五郎
	男・女
	生年月日
	　昭和２２年　７月８日（５８歳）


	問題点
	介入方法

	①栄養の偏りがあり、体調不良時に自分から訴えることが上手く出来ない
	標準体重以下になった場合は食事サービスを利用することを本人と話し合っていく。

ＧＨ訪問し、安否確認を行う。

	②お金の貸し借りについて
	金銭の貸し借りによるリスクについて説明する。




	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	· 3/15から青山荘にて昼食をとっていない。本人へどうしたのか尋ねるも「理由はない」という。金銭的な問題ではないといい、昼食はよこまちで購入したパンなどを食べているとのこと。栄養面も考え、週に２回位食事サービスを利用したらどうか勧めるがその後も利用はしていない。

· 戸賀沢氏へお金を貸しており、その都度金銭の貸し借りは辞めるよう伝えるが何度も貸している。戸賀沢氏とお金を貸した人達との話し合いへ参加するよう伝えるが「いい。」と言い、返済ができないかもしれないと話しても「いらない。」と参加に対して拒否が強く、金銭の貸し借りについて話をしても聞き入れない。

・　風邪などで幸房やナイトケアを休むことがあったが欠席の連絡を行っていないため連絡するよう何度も話すが「はい、はい。」と返事はするものの連絡せずにいる。連絡しなければ心配することを伝えるも理解はしていない。安否確認の訪問時に青山荘に注文していた食事を届けるも「いい」と拒否され、食事を摂らないでいることがある。


プラン計画者　氏名：金澤　愛　　　　　　　　　　　　　　

次回会議予定　　H　　年　　月　　日　（　）　青山荘地域交流活動室







